
 

（第２号様式） 
令和７年４月 11 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立百合丘高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月26日実施） 

総合評価（３月 26日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①確かな学力の育成に努

め、質の高い学びを実現

し、生徒が自らの個性・

能力を伸張する高い意識

を持って学習するカリキ

ュラム・マネジメントを

進める。 

②国際理解教育の推進及

びグローバル人材の育成

を図り、持続可能な社会

の創り手として学び続け

る自立した学習者を育成

する。 

③学校行事や生徒会活動

等においては生徒が主体

的に取り組み、生徒中心

の行事となる取組を促進

し、他者に影響を与え、

学校や社会に貢献できる

人材を育成する。 

①確かな学力の育成と質の
高い学びを実現する。 
 
②生徒が自らの個性・能力
を伸張する高い意識を持っ
て学習に取り組む。 
 
③-1 生徒が主体的に学校行
事を企画運営し、他者へ影
響を与え、学校や社会に貢
献できる人材を育成する。 
 
③-2 生徒会活動を活発に
し、生徒会が活動の中心と
なり他の生徒と共に学校や
社会に貢献できるようにす
る。また部活動を活性化さ
せる。 

① 基礎学力の向上
を目指し、教科内及
び他教科と協働し授
業実践を行う。 
 
②探究活動を推進
し、生徒の向上心を
育み、学びの振り返
りをより高い目標に
結びつけられるよう
支援する。  
 
 
③体育祭・文化祭・
スポーツ大会・百人
一首大会等の実行委
員会を生徒主体で企
画運営させる。 

① 教科会を中心に
授業づくりの検討を
進め、学力の向上に
努めることができた
か。 
②-1 ICT 等のツー
ルを活用しながら生
徒が主体的に学ぶ仕
組みづくりができた
か。 
②-2 生徒の向上心
を育み、より高い目
標を持たせるように
支援できたか。 
 
 
③ 生徒主体の学校
行事が運営できた
か。 

①授業評価アンケ
ートをもとに授業
づくりの問題点を
洗い出し、教科で
分析した。10 月に
校内授業研修を実
施予定である。 
② 総合的な探究
の時間を中心に課
題探究に取り組
み、生徒の主体的
な活動を促してい
る。 
③6 月 7 日に生徒
会役員と体育祭実
行委員会が中心と
なり体育祭が盛大
に開催された。 

①知識の定着や学
んだ知識の応用に
ついて取り組みを
進める必要がある
ため、校内研修を
通して授業実践を
進めたい。 
② ICT の活用は
進んでいるが、教
科指導においての
探究活動について
は教科会等を通し
て検討を進める必
要がある。 
③現在進行中の文
化祭も生徒が主体
的に企画運営を行
っている。今後の
スポーツ大会や百
生戦に生かしてい
きたい。 

①基礎学力の向上
は長期的に取り組
んで頂きたい。昨
今の学生の読書量
の少なさに留意す
れば基礎学力の向
上が期待できる。 
②探究は生徒の良
さを伸ばすことが
大いに期待でき
る。教科横断型
で、総合的な探究
の時間をはじめ、
多くの教科で実践
を図ることを期待
する。 
③校内授業研修や
行事などで、教員
も生徒も対話を通
じた創意工夫を行
っている。 

①１年間を通して授
業評価アンケートを
参考にしながら教科
ごとに計画的に目標
設定と振り返りを行
うことができた。成
果として表れるまで
継続的に実施した
い。 
②効果的な探究活動
や ICT の活用につい
ては今後も検討が必
要である。特に教科
学習と ICT の共存に
ついては課題点が多
い。 
③体育祭・文化祭・
スポーツ大会・百生
戦のすべてにおい
て、各委員会が主体
的に企画運営に取り
組み、学校行事を大
いに盛り上げると共
に多くのリーダーが
育った。 

①進路グループと
も協働し、生徒の
学習習熟度の動向
や進路状況を確認
しながら継続的に
授業改善を行って
いく。 
 
②各教科で探究活
動を進めていき、
その情報を全体で
共有したり、深化
させたりできるよ
うなシステムをつ
くっていく。 
 
③今後も生徒が主
体的に企画運営を
する行事を継続す
ると共に、より多
くのリーダーを育
成していく。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒一人ひとりの個性

や実情に応じてそのニー

ズに応え、多様な可能性

を延ばす支援体制の充実

を図る。 

②困難を抱える生徒を支

援につなぎ、誰一人取り

残さず、全ての人の可能

性を引き出す共生社会の

実現に向けた支援体制の

構築を図る。 

③規範意識を養い、安

全・安心な学校生活を保

障し、自尊感情や自己効

力感を高め、自他を尊重

する心を育み、ウェルビ

ーイングの実現を目指

す。 

 

①組織化された教育相談体
制を継続し活用する。 
 
 
 
②教育相談の充実など生徒
支援体制の整備による中途
退学等の防止。 
 
 
 
③道徳的実践力の育成によ
る規範意識の高揚及び問題
行動の未然防止。 
 

①日頃から家庭や学
校における困り感な
ど相談しやすい体制
を整え、信頼関係を
築いていく。 
 
②生徒の悩みに対し
て、適切かつ可能な
限り迅速に対応し、
安心して学習に取り
組むことができるよ
う教育相談を充実さ
せる。 
③発達段階に応じ
て、互いの人格や権
利を尊重し合い、 
自らの義務や責任を
果たし、平穏な社会
関係を形成するため
の方策や考え方を身
に付けさせる。 

①組織化された教育
相談体制を継続し活
用することができた
か。 
 
 
②中途退学等を防止
することができた
か。 
 
 
 
 
③道徳的実践力の育
成による規範意識の
高揚及び問題行動の
未然防止ができた
か。 
 

①生活指導グルー
プ担当者を中心と
した教育相談担当
者を各学年に配置
することで、生徒
情報の共有や支援
がスムーズに図れ
ている。 
②担任から学年の
教育相談担当者
へ。教育相談コア
会議に繋げ、支援
の方向性を協議し
ている。 
③生徒指導内容の
見直しを図り、よ
り現代社会に見合
う道徳的実践力の
育成に努めてい
る。 
 

①定期的な情報共
有の実践、相談が
し易い環境づくり
が出来ているか。 
 
 
 
 
②生徒の取巻く環
境を理解し、どの
様に支援をする
か。 
 
 
③生徒に応じた指
導・支援の実践は
出来ているか。 

①②生徒のバック
グラウンドの多様
化などにより、現
場での対応が困難
を増していること
と拝察する。現場
において対応でき
ることは限られて
いる。 
生徒への支援と指
導の丁寧さは素晴
らしい。 
③理解のある職員
が多数おり、教育
支援体制について
良い方向に進んで
いるように思われ
る。 

①教育相談体制の組
織化が図れた。学年
ごとに配置された教
育相談 CO 中心に生
徒の細部に亘って支
援ができた。教職員
全体が、組織的な生
徒支援を達成できる
よう継続して行う。 
②欠席が続く生徒に
対し、素早い支援を
行った。近年、不登
校生徒が増加してい
るが、それに対応で
きる人材の確保が必
要。 
③懲罰的な指導内容
を廃止し、現代社会
に見合う生徒指導を
行った。引続き、自
らの義務や責任を果
たせる生徒を育成し
たい。 

①各学年のバラス
を考えた教育相談
担当者を配置す
る。また、生徒理
解のための職員研
修を定期的に実施
する。 
 
 
②各担任がひとり
で抱え込むことの
ない組織づくりを
構築していく。 
 
 
③生徒個々に応じ
た指導・支援を行
えているかを常に
振り返り点検を行
う。 
 

３ 進路指導・支援 

①予測不可能な時代の中

でも、活躍することので

きる人材の育成を図る。 

・生徒自らのキャリア形

①生徒自らのキャリア形成
を意識できる進路活動の充
実を図り、より高い進路目
標設定が行える指導・支援

①生徒が個々に応じ
た目標を設定できる
よう、 模試、資格
試験、夏期講習等を

①-1 生徒が各学年
に応じた進路目標を
設定できるよう各試
験、夏期講習等の活

①各試験や講習を
通じて学習支援体
制を向上させるよ
う努めている。 

①模擬試験につい
ては今年度より授
業での活用を促進
しており、効果的

①②各種試験や講
習の実施は有効で
あると思うが、生
徒個々人がどのよ

①多様化する進路活
動に対応するため各
種情報収集に努め、
生徒個々の志望に応

①引き続き進路関
係情報の収集と整
理に努める。模擬
試験の時期・内容



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月26日実施） 

総合評価（３月 26日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

成を意識できる進路活動

の充実を図り、より高い

進路目標設定が行える指

導・支援を推進するため

の体制を構築する。 

②将来の自分のキャリア

に責任を持ち、生涯にわ

たって学び続ける学習者

としての基盤を培う。 

 

 

を推進するための体制づく
りに取り組む。 
  
  
②将来の自分のキャリアに
責任を持ち、生涯にわたっ
て学び続ける学習者として
の基盤を培う。 
 
 

有効活用し、進路実
現に向け学習支援体
制を向上する。 
①-2 生徒に社会の
中での自身の立ち位
置を掴ませ、より高
い目標の明確化及
び、その確実な実現
を支援する。 
②総合的な探究の時
間を通し、思考力及
び主体的協働的に課
題を解決する力を養
うとともに、校外で
の活動や第三者から
の評価を取り入れ、
新たな視点の獲得を
促す。 

用を促進し、学習支
援体制を向上させる
ことができたか。 
①-2 生徒が高い目
標設定を行うことが
できたか。 
 
 
②総合的な探究の時
間を通し、思考力や
課題解決力を養うこ
とができたか。 
 また、探究活動に
際して、校外での活
動や第三者からの評
価により、新たな視
点を獲得することが
できたか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②総合的な探究の
時間を通し、思考
力や課題解決力を
養うように教材等
を工夫している。 
上級学校見学や、
行事等の機会をと
らえた校外との交
流を企画してい
る。 

な方法を引き続き
検討中である。 
 
 
 
 
 
 
 
②校外での活動を
中心に、第三者評
価を適切に得られ
るように工夫して
いく。 

うな途に進みたい
か、何を専門に学
びたいのかを明確
にして進路決定で
きるように本人と
面談などを実施し
て頂くとよい。保
護者の意向と本人
の気持ちが一致し
ない場合もあり、
悩んでいるケース
もあると聞いた。 
②探究活動は進路
実現につながる。
郊外での活動の透
明化を図ればもっ
と活性化できる。 

じた支援を行うこと
ができた。また支援
の一環として模擬試
験や講習を実施し資
格試験を推奨した。
受講(受験)者は昨年
に比べて増加してい
るが、学習習慣の定
着と学力向上にむけ
て、さらに活用をす
すめたい。 
②総合的な探究の時
間では、生徒それぞ
れが自ら設定したテ
ーマを掘り下げ、思
考力や問題解決力を
養うことができた。 

について新年度か
ら一部変更し、よ
り効果的な活用を
はかる。 
 
 
 
 
 
 
 
②外部への発信の
機会を持ち、その
体験が学習の深化
につながるよう工
夫したい。 

４ 地域等との協働 

①地域・保護者等と連

携・協働し、学校の教育

力の向上を図るととも

に、地域に親しまれる学

校作りを進める。 

②コミュニティ・スクー

ルの取組の推進 により、

地域の教育力の活用や産

学協働体制の構築を図

る。 

①地域・保護者等と連携・
協働し、学校の教育力の向
上を図る。 
①-2 地域に親しまれる学
校作りを推進する。 
 
 
②コミュニティ・スクール
の取組の推進 により、地
域の教育力の活用や産学協
働体制の構築を図る。 

①総合的な探究の時
間を通して地域の課
題を見出し、地域・
保護者等と連携して
解決方法を考え内容
や成果を配信する。 
 
②地区の教育機関と
連携をとり、互いに
学び合えるコミュニ
ティーづくりを進め
る。 

①総合的な探究の時
間の成果発表を行
い、地域・保護者等
と連携を図って課題
解決することができ
たか。 
 
②地域との連携した
活動や地区の教育機
関と連携し、キャリ
ア活動が活発にでき
たか。 

①総合的な探究の
時間で地域の課題
設定を行ってい
る。今後、課題解
決方法を考えてい
く。 
 
②10 月に地域貢献
活動として１学年
が地域清掃を行う
予定である。 

①地域に向けた課
題設定の際、地
域・保護者等と連
携を早い段階で行
うことで、よりよ
い課題を設定する
ことができると考
える。 
 

①地域との良好な
関係の構築はとて
も重要だと思う。
ボランティア活
動、イベントの開
催を通じて、自己
肯定感に繋がり、
ひいては高校への
帰属意識を高める
ことにも繋がるで
あろう。 

①地域の行事に本校
生徒が参加するな
ど、地域との良好な
関係を築くためのス
タートを切ることが
できた。 
 
②10 月に予定して
いた地域清掃は雨天
のため中止となっ
た。 

①来年度、地域の
関係の構築をさら
に強固にするため
の活動を行ってい
きたい。 
 
 
 

５ 
学校管理 
学校運営 

①校務におけるコンプラ

イアンスの徹底と不祥事

防止の徹底により、信頼

に根ざした学校づくりを

推進する。 

② 安心で快適な教育環境

の整備のために、組織

的・計画的な学校安全を

推進し、激甚化・頻発化

している自然災害や、事

故・事件、犯罪などに備

えて子どもたちが自らの

安全を確保できる資質・

能力を育成する。 

③働き方改革を一層促進

するだけでなく、教師の

個別最適な学びや協働的

な学びを支える仕組みを

構築し、教職員のウェル

ビーイングを図る。 

 

 

①県からの情報をタイムリ
ーに職員に周知するととも
に、不祥事防止研修の有用
な運営を行い、不祥事を出
さない職場づくりを推進す
る。 
②地域の安全上の課題を踏
まえ，交通事故や犯罪等の
実情，災害発生のメカニズ 
ムの基礎や様々な地域の災
害事例，日常の備えや災害
時の助け合いの大切さを 
理解し、地域の安全にも貢
献できるようにする。ま
た，心肺蘇生法等の実施。 
③教職員が個々の課題を認
識し学びを深めるととも
に、組織的な授業改善、業
務改善を進め、業務へのモ
チベーションの高揚と働き
方改革を推進する。 

①年間の不祥事防止
研修を各グループ等
がテーマごとに担当
することで、職員の
規範意識の醸成を図
る。 
②防災訓練、防災講
話、ＤＩＧ訓練等を
地域と連携を図りな
がら実施する。 
②-2 保健体育科と
連携を図り、授業の
中で心肺蘇生法等を
実施する。 
③管理職との面談に
より個々の課題や研
修内容を確認する。 
③－2 教科目標等を
設定とそれに基づく
授業観察・フィード
バックを行う。 
③－3 業務カレンダ
ーを活用し、偏りな
い見通しあるグルー
プ業務運営を行う。 

①不祥事防止研修を
計画どおり行うこと
ができたか。 
 
 
 
②-1 防災マニュア
ルや訓練等が適正な
内容で作成・実施で
きたか。 
②-2 心肺蘇生法を
適正に実施すること
ができたか。 
 
③-1 個々の課題を
認識し、計画どおり
の研修が行えたか。 
③－2 教科で組織的
に授業改善を行うこ
とができたか。 
③－3 各グループの
業務運営が滞りなく
行えたか。 

①職員会議と合わ
せ、テーマにより
グループが担当し
て研修を計画通り
実施した。 
 
②防災スクール 
で の 防 災 訓 練
等 、地域（自治
体等）との連携を
図れた。 
②保健の授業で心
肺蘇生法等の正し
い手順を学ぶこと
ができた。 

①グループが担当
することで、研修
への意識は高まっ
た。研修が日常に
生きるよう、職場
内の同僚性を高め
規範意識の醸成に
努めていく。 
 
②体験訓練が数名
に限られたので、
見学者も災害時の
実感が持てる工夫
をしたい。 
②実施回数の増や
すため、実施時間
をより確保できる
ようにしたい。 

①職場の同僚性、
学校組織の透明性
は、職場の規範意
識の醸成とともに
事故不祥事防止に
もなっている。よ
り素晴らしい職場
を作ってほしい。 
 
②防災訓練等は、
今までの形態にと
らわれず、日にち
も時間も伝えない
などの工夫も大切
である。 
命に係わる心肺蘇
生法等は、常に適
切に生徒教員に実
施することで、学
校の安心・安全を
より図ってほし
い。 
災害時には地域の
高校生として協力
も仰ぎたい。合同
での防災訓練など
もできたらよい。 

①テーマに応じたグ
ループ担当制によ
り、研修への意識の
高揚は図られた。よ
り自分事としてとら
えるためにはワーク
ショップのような研
修も必要である。 
②体験訓練者は災害
発生のメカニズムの
基礎や様々な地域の
災害事例，日常の備
えや災害時の助け合
いの大切さを 理解
することができた
が、見学者が実感を
持てる工夫が必要で
あった。 
③校長との面談によ
り、個々の教員への
研修や業務への意識
づけを行うことがで
きた。 
各グループの業務管
理はグループごとに
行えたが、企画会議
での見える化も必要
である。 

①不祥事防止が常
に自分事として意
識できるよう、定
期研修の継続に加
え、ワークショッ
プ的な研修も計画
していきたい。 
②防災スクール 
で の 防 災 訓 練
等 、地域（自治
体等）との連携は
図れたので、実施
時間をより確保し
て、実施回数・人
数を増やせるよう
にしていきたい。  
 ③個々の研修に
ついて周知すると
ともに、面談等を
通して自己研鑽の
意識を働きかけて
いく。業務の見え
る化を図るため、
各グループの業務
予定を企画会議で
共有し、企画会議
全体で滞りない学
校運営を図る。 

 


